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~キャンプにおける幼児とカウンセラーの加速度脈波~

川村協平(山梨大学教育学部)
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血漉循環の良否が健康を左右していることは言うまでもない。加速度脹波は従来の指尖容積脹波を

2度償分してえられた渡形であり 2叫川、波形の判断が容易で、個人差をとらえやすく、再現性に優

れている特徴がある。 また、測定が簡便で、血液循環の良否の検査がスムーズにでき、検査結果の

評価が簡単にできることから近年、広〈活用されてきている。しかし、加齢による変化け叫的叫 7)叫

12)や測定条件による影響川川、身体トレーニングによる効果副司、さらには、ある種の疾患などに

よる波形の特徴などは認められている 2叫11)ものの、まだその変化の要闘が解明されているとはいえ

ず、今後の研究が待たれるところである。

ところで、近年、幼児、児童期からの成人病が問題視されている。成人病の発症には血液循環の良

否が大きな要因の一つである考えられることから、幼児、児童期からの血液循環の様相をとらえてお

くことはその予防の手がかりを得られる可能性があるものと言える。 過去において、幼児や児童の

加速度脈波の研究報告はいくつか見られる叫叫"叫叫が・キャンプ生活のなかでの変化を追跡し、分

析した結果はまだ報告されていない。 幼児キャンプに参加した幼児およびそのカウンセラーのキャンプ

生活の中で加速度脈波の測定を行い分析したので報告する。

塁率主主
(1)対象、キャンプの状況

対象は3泊4日(第 l表)で行われた山梨幼児野外教育研

究会主催の幼児キャンプに参加した幼稚園年長児 9名{男子

5名、女子4名)およびそのカウンセラー6名{男 4名、女2名)

である。幼児は 5-6歳、カウンセラーは20-26歳でキャン

プの経験はo白から 120日であった。キャンプはテント泊

で天候は全日晴れおよび曇り、気温iま摂氏 17.5-28度

であった。

(2)加速度脈脈波の測定

測定は幼児、カウンセラーともにキャンプ初日の昼食前から

キャンプ最終日の昼食前までの計8回実絡した(第 I表)。

載は起床後、夜は車t寝前に測定した。加速度脈波測定にはプ

レソグラフ社製の加速度脈波書fを用いて、 5-1 0分の安静

状態を保った後測定した。

(3)加速度脹波の分析

加速度E康被の波形タイプは、第 1固に示すように AからG
の7種類に分類できる。 Aタイプは 20歳代に多〈見られ、

血液循環が極めて良好と思われる波形で、加齢や身体活動の

不足などにより Bタイプから C-FGタイプへと血液循環が

不良と思われる方向へと変化していく。また、波形の変幽点
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第 l図 加速度脈派の波型タイプの分類
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第 2図 加速度!IR波波形の定量化



の様相の定量化は、第2固に示すように、

基線から変曲点aの波高を 100とした 第 1 表キャンププログラムと測定時間(.~)
ときの基線b、c、dまでの振帽を求め

て行った。また、波形の変曲点の様相を

総合的にとらえる一つの指標として、加

速度脈波係数X=b-(c+d)を算出

した。加速度脈波係教は、 bの下がりが

大きいほど、また cの上がりが大きいほ

ど、さらにはdの下がりが少ないほど高

得点になる。過去に行われた結果などか

ら、変化点bの下がりが大きいほどまた、

変化点 cはその上がりが大きいほど血液

循環が良好と思われる波形であると解釈

できる。本研究においてもその基準にし
たがって分析を行った。
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等弁加速度脈跡形の分析結果

9名の幼児および6名のスタッフをそれぞれ計8図、加速度脈波の測定を行ない波形について分析を

行った。第 3図および第4聞は幼児とカウンセラーの平均した波形の変化を示したものである。第 4

図よりカウンセラーはキャンプ中変化は示すものの一貫してAタイプの波形を示した。また、幼児は

平均すると 3日目の朝および4日目の朝にAタイプを示したがそれ以外はBタイプであった。

， "削
μー一一ー-I・

" " 一一ーーー同』一一ー・
H 

" ~ 
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第3図 キャンプ中の加速度目長波波形(幼児 n= 9) 

1日目畳 1日目夜 2日目朝 2日目夜 3日目朝 3日日夜 4日日朝 4日日昼

第4悶 キャンプ中の加速度震波波形(カウンセラー n= 6) 
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第5図 加速度11波係数Xの変化(幼児n=9)
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第6図 加速度厳波係数Xの在化{カウンセラーn=6) 

加速度脹波波形の定量化を示す加速度厭波係数Xの変化をみると、血波循環の良否を判定する加速度

脹波係数は幼把に比べてカウンセラーのほうが全体的に高得点を示した。幼児は 20-50点を推移

して、いるが2日自の靭に最も得点が低〈その後日を追って得点が上がっていく{第 5図)のに対し

てカウンセラーは幼児よりも高い 50-80点であり、 1日自の夜に得点が最も低くその後上昇する

が最終日にまた低下する傾向を示した(第 6図)。これらの変化する要因は特定できないが、キャン

プ中の活動量や疲労の度合などが加速度脈波波形に反映していることが考えられる。
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第7園はキャンプ中

の夜と朝の 3日間あわ

せた測定結果を比較し

たものである。幼児(n

= 9)、カウンセラ}

(n= 6) ともに平均

すると就寝前、起床後

にはどの項目でも有意

差は見られなかった。

第8図は脈拍と変化点b

との関係を示したもの

である。幼児に比べて件 7図 幼鬼、カウンセラーの夜、朝の各ポイントおよび加速度脚係数Xの比較

カウンセラーは心拍数

が少なくbの下がりが大きいのが特徴である。 100

第9園は第2図に示した加速度脈波波形

の変化点bからcまでの長さ (b-c)とbから

dまでの長さ (b-d)の関係を比較したもの I80 

である。幼児、カウンセラーともに、 b-c、|丈円。

b-dの関には 有意な高い相関 (pく0.001)I昔日1 。

が見られ、幼児に比べてカウンセラーのほ

うがb-c、b-dの長きがは大であったo b-I .向

c、b-d はその長きが大きいほど血液循環
の良好と考えられる波形である η 叫2・) 1引

が、幼児の場合、小学生や大学生に比べて
小さいととが報告されている同叫刊的叫こ |第8図

とから今回の結果が現われたものと考えら
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識を対象とした 3泊 4… ン プ

生活のなか幼児 9名、およびカウンセラ

ー6名を対象として計8回の加速度脈波

測定を行い以下のような結果を得た。

1)幼児は平均するとBタイプの波形

を示し、キャンプ2日目の輔の結果が最

も得点が低〈次第に上昇したのに比べて、

カウンセラーはいずれの測定でも A波形

であり、キャンプ初日の夜に最も得点が

低くその後上昇した。
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第9図キ守ンプ中朝夕の変化点b-cとb-dとの関係

(幼児n=9、カウンセラー0=6}

2)朝と夜の加速度脹波の比較では幼児、カウンセラ』ともに有意な差は見られなかったが、 b-c、

b-d との聞には有意な高い相関がみられ (pく0.001)、幼児のほうがb-c、b-d が小さ

かった。

今後はキャンププログラムや活動量、さらには疲労などとの関連を検討したい。
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